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学 位 論 文 内 容 の 要 冒
ヒト骨髄間葉系幹細胞 (hMSCs)は多分化能を有しており中旺葉系の再生において有用で
あるがinvitroでの増殖能は限られているため､組織再生に必要な大量の細胞を得ることは
困難である｡そこで我々はhTERTを用いた可逆性不死化骨髄間葉系幹細胞株を作成し､そ
の増殖能､多分化能､骨再生能について検討を行った｡
hMSCsにレトロウイルスベクターを用いてhTERTを導入し単一細胞群にクローニングし
た｡その結果得られたクローンの一つであるYKNXl12の特性をinvitro､invivoで検討
した｡YXNKl12は骨､軟骨､月旨肪の多分化能を有していた｡骨分化誘導したYKNK･12は
BMP4､BMP6､FGF6､FGF7､TGF･61､TGF･63などの成長因子の産生を認め､移植後
3週の〃CT､軟Ⅹ線､HE染色ではBalb/Cマウス頭蓋骨骨欠損部の良好な骨形成を認めた｡
移植細胞はhlman･SpeCi丘costeocalcinを発現しており､osteocalcin陽性細胞の周りに良
好な骨形成を認めた｡このことからYm Kl12の移植が骨再生に大きく貢献していると考
えられた｡YXNX･12は骨髄間葉系幹細胞の特性を有しており､骨再生をはじめとした幹細
胞研究において有用なソースとなりえる｡
'論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､ヒト骨髄間葉系細胞にレトロウイルスベクターを用いてhTERT遺伝
子を導入し､単一細胞群にクローニングすることに成功し､増殖の盛んなヒト骨髄.
間葉系細胞YKNK-12を得たものである｡この細胞は､多分化能をもつが､骨分化誘
導をすると､マウスの頭蓋骨骨欠損モデルにおいて良好な骨形成を示すという重要
な知見を得たものとして価値ある業績であると認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
